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鋸状縁の形態

1.音」検眼での検討 (図 3,表 5)

永田 豊文・張  雨春・渡邊 郁緒 (浜松医科大学眼科学教室)

L〔orphology of Ora Serrata in Autopsy:Eyes

Toyofunti Nagata,Zhang Yu Chun,Ikuo lVatanabe
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要  約
ホルマリン固定された摘出眼球77眼の鋸状縁を実体顕微鏡で観察し,鋸状縁歯,鋸状縁湾,子午線隆起,子

午線複合体について数,大 きさ,分布を調べ,さ らに角膜輪部から鋸状縁までの距離も計測 した。歯は 1眼あ

たり平均12.3本,湾は 1眼あたり平均9.1個認め,子午線隆起は19眼 (24.7%)に認められた。いずれの構造も

鼻上側に最も多く,耳下側に最も少なかった。子午線複合体はわずか7眼 (9.1%)に 14本認められたのみで,
すべて子午線隆起を合併し,鼻側水平子午線付近または鼻上側に分布していた。角膜輪部から鋸状縁までの距

離は,下方で最も広 く平均7.2mm,鼻側で最も狭く平均6.Ommで あった。これらの結果と過去の報告とを比

較すると歯の数や,子午線隆起の頻度などでかなり差が見られた。これは,各構造の定義,観察方法,症例数
が報告によって異なっていることが主要な原因と考えられた。(日眼 92:274-279,1988)

キーワー ド:鋸状縁,子午線隆起 (子午線跛),子午線複合体

Abstract
We studied the morphology of ora serrata in 77 postmortem Japanese eyes. The average number

of dendate processes per eye was 12.3, and that of ora bay was 9.1. Meridional folds were otrserved in
19 eyes (24,7%) and meridional complexes in 7 eyes (9.1%\. All meridional complexes were accompanied
with meridional folds. The highest distribution of dendate processes, ora bays and meridional folds

was found in the superior nasal quadrant, and the lowest incidence was in inferior temporal quadrant.
All meridional complexes were found near the nasal meridian or in the superios nasal quadrant. The

average distance from the corneal limbus to the ora serrata was longest in an inferiordirection (7.

2mm) and shortest in a nasaldirection (6.0mm). (Acta Soc Ophthalmol Jpn 92:274-279, 1988')
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I緒  言

鋸状縁部は網膜裂孔や周辺部炎症の発生,進展に重

要な関わ りを持ってお り,近年はこの部の観察が積極

的に行われる様になってきた.

鋸状縁部はその発生過程により,形態学的なバ リ
エーションが数多く出現する部位である.こ のため,

多数の眼についてこの部を観察し,正常状態における

形態学的特徴を把握しておくことが,病的状態との鑑
別に重要となる。 しかしながら現在までのところ, 日
本人眼においてこの部の観察を行い,統計学的な検索
を行った報告はごくわずかである.我々は現在,生体
眼について鋸状縁の形態の観察を行い,統計学的検討
を施行中であるが,そ のための基礎データとして,剖
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検眼の鋸状縁における各構造の計測値が必要となっ

た。今回,摘出眼について鋸状縁部を観察し,種々の

計測を行ったので報告する。

II 対象と方法

対象は摘出眼球77眼である。患者の死亡時の年齢は

ほとんどが50歳以上である.ホ ルマリン固定された眼

球を鋸状縁後方で切半し,前方部分を実体顕微鏡を用
いて観察した.観察計測した部位は以下のものである。

1.鋸状縁歯 (dentate process):鋸 状縁歯は,鋸状
縁における網膜組織の毛様体側への突出であるが,基
線の動揺や,グ リアの糸状突起 (spicula)と 区別する

ため,広い裾野を持ち0.5mm以上鋭く突出しているも
のと定義した.その長さによって,lPD以下のもの,
lPD以上のものに分けて,そ の数を部位別に数えた。

歯の長さは両側に隣接する網膜縁から,歯の先端まで
の距離とした。両側で網膜縁の位置が異なるときは,

より前方に位置する網膜縁からの距離とした (図 1).

2.鋸状縁湾(ora bay):鋸状縁湾は鋸状縁の後方ヘ

の湾入であり,そのほとんどは鋸状縁歯の間に見られ
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るが,歯のないところでも少数見られた。後者の場合
は,基線の動揺とははっきり異なるものとした。その

深さによって,lPD以下のもの,lPD以上のものとに

分けてその数を部位別に数えた。湾の深さは,両側に

隣接する網膜の前端から湾の底部までの距離 とした。

両側で網膜端の位置が異なるときは, より後方に位置

する網膜端からの距離とした (図 1)。

3。 子午線隆起 (meridional fold):子 午線隆起は,

鋸状縁歯または鋸状縁湾に沿って子午線方向に配列す

図 2 子午線隆起.A:歯 より発生した大きな子午線
隆起.B:短い歯に発生した子午線隆起.CI湾に発
生した子午線隆起 .
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図1 上 :一般的な鋸状縁(鼻側).下 :鋸状縁歯と鋸
状縁湾の計測方法.①歯 Aの長さ,②湾 Bの深さ
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図3 子午線複合体.A:典型的な例。長い歯が毛様体
突起まで伸びている。子午線隆起を伴う。B:歯 ,子
午線隆起,毛様体突起が同一子午線上に並んでいる
が,歯は短く,毛様体突起に連なっていない。

る網膜の線条隆起で, この部の網膜は嚢胞状で,結節
状の表面を持っている1)～3)(図 2)。 今回は歯から発生

しているものと,湾から発生しているものとに分けて,

その数を部位別に数えた。

4.子午線複合体 :子午線複合体は,鋸状縁歯と毛様
体突起が同一子午線上にあるものと定義され,通常 ,
歯は長 く伸びて毛様体突起と結合していた。また,そ
の歯には,子午線隆起が存在することが多いとされて
いる1)2)(図 3)

5.輪部から鋸状縁までの距離 :眼球内面の鋸状縁
において,強膜に垂直に8‐0絹糸を通糸し眼球表面に出

して目印とし,眼球の表面側で輪部からの距離をカリ
パーで計測した,なお,計測部の鋸状縁に湾や歯が存
在するときは,通糸部は湾の最も深い部位とした.

III 結  果
1.鋸状縁歯 :表 1の ごとく, 1眼 あたりの数は

12.3± 8.0本であったが,歯を全く認めない眼も4眼

(5.2%)あった。長さはlPD以下の短いものが多く,
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表 1 鋸状縁歯の計測結果 (摘出77眼 )

表 2 鋸状縁湾の計測結果 (摘出77眼 )

表3 子午線隆起の計測結果 (摘出77限 )

子午線隆起を認めた眼    19眼 (24.7%)
子午線隆起の総数     58本
歯より発生する子午線隆起  43本 (74.1%)
湾より発生する子午線隆起  15本 (25_9%)
分布          鼻上>耳上>鼻下>耳下

表 4 :r午線複合体の計測結果 ,摘出77限 |

子午線複合体を認めた眼           7眼 (9.1%)

子午線複合体の総数            14本
子午線|′釜起を合併したもの         14本
鋸状縁歯が毛様体突起まで伸びていないもの  5本
分4」      鼻上側または鼻側水半子午線付近

全歯数の85.0%を 占めた。歯の分布は鼻上側に最も多

く,鼻下側,耳上側,耳下側の順に少なかった。耳下
側に歯を認めた眼は,わずかに12眼 (15.6%)で あっ
た。

2.鋸状縁湾 :表 2の ごとく, 1眼 あた りの数は

9.1± 7.1個 であったが,湾を全 く認めない眼も 9眼

(11.7%)あ った。深さはlPD以下の浅いものが多く,
全湾数の85.0%を 占めた。湾の分布は歯と同様で,鼻
上側に最も多く,鼻下側,耳上側,耳下側の順に少な
かった。耳下側 に湾を認めた眼は,わ ずかに 6眼

(7.8%)であった。

3.子午線隆起 :表 3の ごとく,子午線隆起を認めた

眼は19眼,24.7%であった。その19眼において, 1眼
あたりの平均は3.1本であった。全子午線隆起のうち,

歯を認めた眼

歯を認めない眼

歯の総数

1眼あたりの歯数

lPD以下の歯
lPD以上の歯

歯の分布

73眼 (94.8%)

4眼 (5.2%)
946本

12.3± 8.0

73眼 806本 (85%)

29眼 140本 (15%)

鼻上>鼻下>耳上>耳下

湾を認めた眼

湾を認めない眼

湾の総数

1眼あたりの湾数
lPD以下の湾
lPD以上の湾
湾の分布

68員長:(88.3%)

9眼 (11.7%)

702個

9.1± 7.1個

68眼  596個 (85%)

24眼  10α固 (15%)

鼻上>鼻下>耳上>耳下
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上 方 鼻上側 鼻 側 鼻 卜側 下 方 耳下側 耳 側 :月lL倶」

輪部―鋸状縁
の距離 (mm)

毛様体全体
の幅 (mm)

毛様体扁平部
の幅 (mm)

7.2± 0.6

55± 0.5

4.2± 0.5

6.5±:0.6

5.2:±]0.4

38± 0.4

6.0± 0.5

4.8± 0.5

3.6± 0.5

6.2± 06

5.1± 0.4

3.8三 LO.4

7.2± 0.7

5.7± 0.5

4.3± 0.4

7.0± 0.6

5.8士:0.5

4.3:±:0.4

7.0+0.7

5.8± 0.5

4.2± 0.4

7.1± 0.7

58:±:0.5

4.3± 0.4

昭和63年 2月 10日 鋸状縁の形態 。永田他

表5 角膜輪部から鋸状縁までの距離 (摘出25眼 )
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側に突出したものであるが,基線の動揺,spicula(鋸

状縁小刺),tiny tagな どの鑑別は必ずしも容易ではな

い。鋸状縁歯を他の突起 (突出)と 区別するために,

Straatsmaら は隣接網膜より0.5mm以上前方に突出

しており,かつ幅lmm以内の範囲で突出が起こってい
るものと定義した

8)。 また Daickerは顕微鏡的な糸状

のグリア突起 (spicula)と は区別して肉眼的に観察可

能な突出と考えており,Schepensら が数えた48本 とい

う数の多いものは例外的としている
°)。 我々も Straats‐

maら の定義を参考にして,基線の動揺や異種の突出

を排除して数えたところ,最高でも30本であった。観

察方法には,摘出眼を実体顕微鏡またはルーペを用い

て観察する
4)5)8),生

体眼の強膜を圧入して倒像鏡で観

察する
4)10),圧入子付コンタクトレンズと細隙灯顕微

鏡を用いて生体眼で観察する方法
11)な ど種々の方法が

あるが,生体眼強膜を圧入して観察する場合は眼底面
が引き伸ばされたり,観察方向が変化した りするため ,

実際の構築よりも誇張されたものや,変形したものが

観察される可能性があり,摘出眼を実体顕微鏡で観察

したものがより信頼度が高いと考えられる.鋸状縁は

年齢とともに変化し得るが,歯,湾などの構造は小児

期に完成し,以後変化しないと言われている
2).中 山は

歯,湾 (切痕と呼んでいる)は年齢とともに増加する

と述べているが,20歳以降の例ではほとんど差がな

かった4)。 従って成人の摘出眼においては年齢差はな

いと考えられる。鋸状縁歯の数は症例により極めて差

があり,清水の報告では最少は 0本 ,最多は34本であ

り5),我々の結果でも最少は 0本,最多は30本 であっ

た。従って,症例数が少ない場合は,平均値が不正確

になりやすいと思われる。以上より, より正確な歯数

を求めるためには,鋸状縁歯の定義を明確にし,多 く
の摘出眼の症例を集め,実体顕微鏡で観察することが

必要である。Straatsmaら 8),清水5)の報告は,こ の条

件を満たしており信頼性が高いと考えられ,我 々はそ

の結果と近い値を得た。

歯の長さについて,Straatsmaら は,長 さ2.5mm以

歯から発生するものは74.1%,湾 から発生するものは

25.9%であった。分布は鼻上側に最も多 く,耳上側 ,

鼻下側,耳下側の順に少なかった。耳下側に認められ

たものはわずか 1眼, 1本 であった。

4.子午線複合体 :こ の構造物は稀であり,わずか

7眼 (9.1%)に 14本認められたのみであった。14本の

すべてが子午線隆起を合併していた。また,歯が毛様

体突起に達していないものは 5本あった。分布は鼻側

水平子午線付近,及び鼻上側にすべて分布していた(表

4)。

5.輪部から鋸状縁の距離 :こ の計測は固定状況が

良好で,眼球の形態が良く保たれている25眼について

施行した。表 5の ごとく,距離は長い順に下,上,耳
上,耳下,耳,鼻上,鼻下,鼻側の順であった。また,

計測値の最大は下方 と耳上側で9.Ommと いう例があ

り,最小は鼻側で4.Ommと いう例があった。これらの

値はホルマリン固定による組織収縮の補正は行ってい

ない。

なお,毛様体の幅 (全体の幅と扁平部の幅)も計測
したので表 5に記載した。

IV考  按

日本人眼の鋸状縁の形態について多数眼の観察を行

い,統計学的な検討を行った報告は, ごくわずかであ
る。特に鋸状縁歯,鋸状縁湾,子午線隆起などについ

て,その数や分布を検討したものは,我 々が検索した

限 りでは,中山4)清水5)の報告を見るにすぎない.

今回我々が鋸状縁の形態に関して計測した結果を過

去の報告と比較検討してみた。

鋸状縁歯について, 1眼あた りの総数は,約48本

(Sche"nsら )6),30.1本 (中山)4),50本 前後 (沖坂)7),

13.7本 (Straatsmaら )8),16.0本 (清水)5)な どの報告

がある。今回の我々の結果は12.3本であり,著者によ

りかなり差がある。 この差は,鋸状縁歯の定義,観察
方法,年齢,症例数などが異なるためと考えられる。
鋸状縁歯は,鋸状縁において網膜組織が毛様体扁平部
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下の歯が,94%を 占めるとし8),清水は1.5mm以下の

歯は92.8%を占めると報告している5)。 いずれの報告

も短いものが多いとしており,我々の結果と一致した。

鋸状縁歯の分布は,Straatsmaら ,清水の報告は,

頻度は鼻上側に最も多く,以下鼻下側,耳上側,耳下

側の順であった
5)8).中 山もほぼ同様な結果を得てい

る4)。 ぃずれも我々の結果に一致した。

鋸状縁湾の数についての報告は少ないが,湾が歯と
歯の間に形成されることがほとんどであるため,数や

分布は歯とよく似たものになっている。Straatsmaは

1眼あた り10.6個 8),清 水は 1眼あた り12.3個 と報告

してお り5),ぃずれも歯よりも若干少ない値 となって

いる。湾の深さについての検討は著者によってかなり

異なる.Straatsmaら は,両側の網膜の前端から湾底
までの距離を測って湾の深さとし,2.5mm以 上あるも
のを large bayと した。このため,large bayの 数や分

布は長い歯のそれとほぼ同様 となる8).Eisnerは 鋸状

縁の基線よりも異常に後方に陥入している湾を “異常

に深い湾"と 呼んだ口)。 また,清水は湾の深さではなく

幅によって湾を分類し,計測している。我々は,湾の

両側の網膜の前端から湾底までの距離を測って湾の深

さとしたため,lPD以上の深さの湾の数や分布は,1
PD以上の長さの歯の数,分布に似たものとなった.
子午線隆起の出現頻度について,20%(Spencer
ら)1)2), 21.6%(Rutninら )3), 11.8%(Daicker)9),

42.6%(Eisner)H),14.3%(清水)5)の 眼に認められた,

という報告がある。報告者によって差があるが, これ

は子午線隆起の判定基準の相違が主な原因と考えられ

る。子午線隆起は突出した網膜の隆起と考えられてい

るが,発生学的には毛様体上皮の逸所症であるとする
説もある9)。 しかし,いずれにせよ,組織学的には嚢胞

状腔が主体となっており1)2)12),鋸状縁に一般的に認め

られる網膜の嚢胞状変性とよく似ている。我々の組織

所見でも子午線隆起と通常の嚢胞状変性とは,前者の

方がより嚢胞状腔の発達が著明であるものの,基本構
造はよく似ていた。しかも鋸状縁歯に接した網膜には

特に羹胞状変性がよく発達する傾向があ り12),嚢胞状

変性の発達した鋸状縁歯と,軽度の子午線隆起は鑑別
が難しい。また顆粒組織は,鋸状縁付近の網膜表面に
隆起した比較的小さな(1/3PD以下)構造で3),やはり,

子午線隆起の小さなものと区別しにくいことがある.

特に,細隙灯顕微鏡で観察しているときには判定が困
難なことがある。 このように子午線隆起は必ずしも判
定容易な構造物ではなく,観察者により,半」定が異な
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ると思われる。Spencerら は,高 さ0.lmm以上,長 さ
0.6mm以上の網膜隆起を数えているψ)。 年齢差につ

いては Spencerら 2),Eisnern),Rutninら 7)は ,年齢に

よる出現頻度に差は認められなかったと報告してい

る。子午線隆起は生後の早い時期に作られ,その後 ,

新しい隆起が作られることはない様である2)3).従って

報告による頻度の違いには症例の年齢差は関与してい

ないと思われる.

子午線隆起の分布は,鼻上側に最も多く,以下鼻下 ,

耳上,耳 下 の順 の頻 度 であった とす る報告 が多
ぃ1)2)8)3).我々の結果もそれらと大きな差はなかった。

歯から発生するものと湾から発生するものについて

は,Spencerら や,Rutninら は, 8:2の割合で,歯
から発生しているものが多いと述べており2)3),我 々の

結果と一致した。

子午線複合体について Spencerは 剖検400眼 中,

12%の眼に認められ,そのうちの30%は歯が毛様体ま
で伸びておらず,20%で子午線隆起が認められなかっ
た と述べているツ).我 々の症例では,14本 中 5本

(35.8%)の歯は毛様体まで伸びていなかったが,子午
線隆起はすべてに認められた.鋸状縁歯が毛様体突起
まで伸びている場合でも,全長が灰白色の網膜様組織
をなすのではなく,大部分は中程より前方は太い毛様
体陵
9)と いうべき外観を呈していた (図 3)。 また,子

午線複合体の毛様体突起は異常に大きいと言われてい

るが1)2),我 々の症例では,周囲の毛様体突起に比較し

て著しく大きな毛様体突起を持つものは 1本 もなかっ

た。子午線複合体はこの他,後方に周辺部網膜陥凹や ,

包囲された鋸状縁湾などを伴 うことがしばしばあり,

稀には網膜裂孔に関連していることもあり1)2),臨床上

重要である。我々の症例では,包囲された湾を 1本に,

周辺部網膜陥凹を 4本に認め,こ の事実の裏付けと

なった。

輪部～鋸状縁の距離は耳側で8mm前後,鼻側で7
mm前後と考えられる傾向があるが0,Straatsmaら

は耳側で6.53mm,鼻側で5.73mm8),清 水は耳側で
6.41mm,鼻側で5.57mm5),中 前は耳側で6.4mm,鼻

側で5.2mmと 報告し14),ぃずれも小さな値となってい

る。 この原因として,測定方法の違い (前 3者の報告
は眼球内面から測定したものと思われる),鋸状縁の計

測起点の違い(歯端と湾底では距離が相当異なる),年

齢差,ホ ルマリン固定による収縮などが考えられる。

現在,経毛様体扁平部硝子体手術が盛んに行われてお
り,本邦人における角膜縁,鋸状縁間の距離は正しく
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認識 されなくてはならない。我々は,手術時の計測を

想定 して,先述の方法により,眼球外面 (表面)側よ

り,カ リパーにて測定 した。この結果,耳側で7mm前

後,鼻側で6.Omm前後 とい う値が得 られた.今後,さ

らに多症例の検討が必要 と思われる。
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